
 

 

■宇出津団地（仮称） 土地利用方針図（１：５００） 
 

 
  

 

  

※背景図面は道路台帳を加工して使用しており、実際の境界や筆界、権利関係を示すものではありません。 

 

敷地北側の戸建て

住宅に対し日影に

配慮する 

既存の人道橋を活かし、

周辺地域との交流を促進 

隣接建物が迫っており配慮が必要 

住棟の整備が 

適している 

ゾーン 

団地の玄関として、周

辺住民との交流の場と

なる空間が望ましい。 

車出入口ともなること

から歩行者安全性に十

分留意 

存置すべき樹木   ：サクラ（７本）  ：エノキ（２本）  ：イチョウ（１本） 



 

 

■松波団地（仮称） 土地利用方針図（１：５００）  

 

 

 

 

※背景図面は道路台帳を加工して使用しており、実際の境界や筆界、権利関係を示すものではありません。 

 

住宅の玄関らしい配慮 

車の出入口は、県道の歩行者に配慮す

る 

北側戸建て住宅敷地との境界

部の既存擁壁については、安

全性を確認の上、影響をおよ

ぼす範囲での施設整備を行わ

ない、もしくは必要に応じて

補強を行うなど、留意する 

隣接する住宅への日

照や圧迫感が生じる

部分への住棟建設は

避ける 

隣接住宅 

西側は、国道バイパスから見

通せるため、立面のデザイン

に配慮する 

住棟の整備が適しているゾーン 


